
広 報

に  出)

☆予算額 5億 8,418万円 ◇割合 100%

◎村民1人当り 127,500円(歳 入)

村      税    23,730

地 方 譲 与 税   3.587

自動車取得税交付金    4,060

地 方 交 付 税  304,449

交通安全対策特別交付金        1

分担金 及び負 担金    3,347

使用料 及 び手数料    4,365

国 庫 支 出 金   63,918

県 支 出 金  19,354

財 産 収 入  9,490

繰   入   金    12,002

繰   越   金      1

諸   収   入    32,176

村      債    103,700

合      計    584,180

□
□
□
□
□
回
□
□
回
□
□
□
回
□
□
回

4月 肋。93号

(49。 4。 1現 在の人口で計算 )

議 会 費
☆1.281万奸 円
02.19%
02,798円

商 工 費

☆76万9千円

00.13%
◎167円

総 務 費

却 ,137万 4千円

◇15.64%
019,955円

土 木 費

☆7,292万 7千円

◇12.48%
015,926円

]ij:千

円 消 防 費

☆3,330万 6千円
05。 70%
◎7,273円

衛 生 費
☆2,461万 8千円
◇4。 22%
◎5。 376円

教 育 費

☆1億8,366万 奸 円
◇31.44%
◎40,HO円

労 働 費

☆158万9千円

00。 27%
◎347円

公 債 費

☆3,939万 7千円
06.74%
◎8,603円

農林水産業費

☆3,753万 7千 円

06.43%
◎8。 197円

予 備 費
☆194万6千円

00。 33%
◎424円

一一おもな行政施策は 2.3頁 をごらんください一―

編 集 と発 行/青森県市浦村役場企画室/昭和49年 4月 25日 /電話 (相 内)1番
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5億8,400万 円一 これ が

わた した ちのオキ市 浦をも

っ と豊 かに住 み よ くして

行くための く昭和49年度

一般会計当初予算》です。

4つ の特 別 会計 1億8,700

万 円 を合せ ます と,総額

7億 7,100万 円 にの ぼ りま

一般 会計 は昨 年 の当初

に くらべ て 1億900万 円の

増 と な り,こ れ まで に な

い大型 予算 とな りま した .

以下 は こ と しの お もな

施 策 に使 われ る予 算 の 内

容 です .

保
健
福
祉
／
小
、中
学
校
／
社
会
教
育

山
村
振
興
に
も
全
力
、
地
城
差
な
く
す

人
づ
く
り
の
施
策
に
ち
か
ら

―

跛
Ｎ

Ｉ
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〇
広
報
紙
発
行
費
――
百
三
十
五

万
八
千
円

ｏ
村
史
発
行
費
＝
五
百
万
円
。

こ
れ
ま
で
収
集
し
た
資
料
を

基
に
し
て
千
部
発
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

Ｏ
交
通
安
全
対
策
費
＝
百
四
十

九
万
円

Ｏ
徴
税
費
＝
六
十
万
人
千
円

Ｏ
選
挙
費
＝
百
四
十
万
円

参
議
院
議
員
選
挙
と
県
知
事

選
挙
費
に
各
六
十
万
円
。
啓

発
費
に
二
十
万
円
計
上
し
て

い
ま
す
。

ｏ
指
定
統
計
調
査
費
＝
二
十
八

万
人
千
円

福

凛
曖
駕
な
瑚
植叶州
　
自
動
車
ポ
ン
プ
・救
急
車
購
入

〇
へ
き
地
保
健
福
祉
館
建
設
費

＝
九
百
四
十
二
万
五
千
円

桂
川
地
区
に
建
設
し
ま
す
。

木
造
平
屋
建
て
三
百
十
六
平

方
層
の
予
定
で
す
。

ｏ
街
灯
新
設
補
修
費
＝
九
十
八

万
円

（新
設
四
十
八
万
円
、

補
修
五
十
万
円
）

ｏ
各
種
負
担
金
＝
二
十
五
万
円

遺
族
会
九
万
円
、
母
子
会
六

万
円
、
日
赤
奉
仕
団
三
万
円
、

更
生
保
護
活
動
三
万
円
、
身

障
者
連
合
会
六
万
円
、
防
犯

協
会
八
万
円
。

ｏ
国
保
特
別
会
計
繰
出
金
＝

一

千
万
円

Ｏ
老
人
福
祉
費
１

一
千
六
百
六

万
六
千
円

老
人
健
康
診
査
関
係
に
七
十

万
三
千
九
百
十
円
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
費
用
が
六
十
六

万
円
、
老
人
医
療
費

一
千
三

百
一万
五
千
岬
百
九
十
円
の

蓋
磯
翌
薙
鈍

Ｏ
道
路
維
持
費
＝

一
千
九
百
十

二
万
四
千
円

除
雪
経
費
百
四
十
七
万
九
千

円
、
防
じ
ん
対
策
二
十
二
万

円
、
側
溝
新
設

一
千
三
百
二

十
五
万
円
、
道
路
橋
梁
補
修

費
三
百
六
十
八
万
円
、
側
溝

凸
日
□

用
ふ
た
十
六
万
円
、
そ
の
他

五
十
七
万
五
千
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

Ｏ
道
路
新
設
改
良
費
＝
四
千
六

十
七
万
七
千
円

舗
装
工
事
に
一
千
四
百
十
七

万
五
千
円
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
相
内
―
桂
川

線
七
三
〇
層
、
脇
元

・
赤
川

道

一
〇
〇
厨
、
磯
松

・
唐
川

道
三
〇
〇
厨
、
十
二

・
二
軒

可
線
二
〇
〇
属
を
予
定
し
て

お
り
、
脇
元

・
猿
賀
小
路
線

三
〇
〇
日
と
赤
川
道
二
〇

・
〇

属
は
ス
タ
ビ
舗
装
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
錦
装
に
と
も
な

う
道
路
改
良
と
し
て
一
千
九

百
七
十
万
円
、
同
じ
く
用
地

の
買
収
に
は
四
百
五
万
四
千

円
、
そ
の
他
九
十
四
万
人
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ｏ
漁
港
修
築
負
担
金
＝
二
百
四

十
七
万
円

″″
円脇

元
漁

港
の
北
防

波
堤
か
さ

上
げ
と
南

防
波
堤
の

消
波
工
事

の
負
担
金

で
す
。

Ｏ
地
籍
調
査

費
＝
百
六

十

一
万
五

千
円

村
道
の
改
良

一般会計予算 は
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育 1

海
岸
清
掃
、ゴ
ミ
処
理
に
全
力

週

一
回
）
、
海
岸
清
掃
の
た

め
の
費
用
の
ほ
か
、
衛
生
処

理
組
合
負
担
金
と
し
て
三
百

十
九
万
円
、
地
区
衛
生
組
織

へ
の
補
助
が
九
万
円
で
す
。

○
失
業
対
策
費
＝
二
十

一
万
五

千
円

失
業
保
険
隔
地
払
い
の
負
担

金
で
す
。

ｏ
出
稼
対
策
費
＝
百
二
十

一
万

三
千
円

出
か
せ
ぎ
就
労
実
態
調
査
、

内
職
補
導
、
出
か
せ
ぎ
労
働

者
組
合
助
成
費
な
ど
が
お
も

な
内
容
で
す
。

ｏ
出
稼
援
護
費
＝
十
三
万
三
千

円

・静
彎
轟幾
・Ｌ
一

ｏ
献
血
推
進
事
業
費
＝
十
万
三

千
円

ｏ
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
＝

一
千
百
五
十
二
万
三
千
円

相
内
、
脇
元
地
区
簡
易
水
道

運
営
費
で
す
。

○
成
人
病
対
策
事
業
＝
百
十
四

万
円

万
円
、
結
核
の
集
団
検
診
三

十
万
五
千
円
、
そ
の
他
二
十

九
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｏ
母
子
衛
生
対
策
費
＝
百
七
十

五
万
円

妊
産
婦
検
診
、
股
関
節
脱
臼

検
診
、
家
族
計
画
指
導
が
お

も
な
費
用
で
す
。

ｏ
環
境
衛
生
対
策
費
＝
五
百
八

十
七
万
五
千
円

胃

の
集
団
検
診

二
十
七

万

円
、
　

　

ゴ

ミ
収
集

処
理
、
汚
物

等

特

子
宮

ガ

´
集
団
検

診

二
十

七

　

　

別

回
収

（
六
月

―
九

月

ま

で

調

ｏ
農
業
就
業
対
策
費
＝
二
十
四

万
九
千
円

ｏ
催
芽
所
運
営
費
＝
十
万
円

〇
山
菜
加
工
場
借
上
費
＝
十
五

万
九
千
円

ｏ
十
三
セ
パ
ト
沼
防
潮
堤
＝
十

万
円

〇
種
も
み
更
新
補
助
＝
二
十
万

円
ｏ
営
農
指
導
員
設
置
費
＝
二
十

五
万
円

費
等
が
百
七
十
二
万
六
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ｏ
米
生
産
調
整
経
費
＝
三
十
二

万
五
千
円

○
畑
作
振
興
費
――
百
十

一
万
二

万
円

（パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
七
棟

）
、
た
ば
こ
乾
燥
施
設
設
備

資
金
利
子
補
給
二
十
万
円
、

牧
草
作
付
補
助
百
ｈａ
で
六
十

万
円
、
飼
料
作
物
作
付
補
助

十
万
円
、
そ
の
他
事
務
費
が

七
万
三
千
円
で
す
。

Ｏ
ほ
場
整
備
事
業
費
＝
三
百
五

十
九
万
七
千
円

露
草
、
実
取
地
区
百
ｈａ
の
ほ

場
整
備
を
行
う
も
の
で
す
が
　
　
　
り
ま
す
。

今
年
度
は
調
査
の
段
階
に
入

十
三
小
は
七
月
完
成
の
予
定

〇
水
産
振
興
費
＝
三
百
三
十
二

万
三
千
円

貝
類
の
生
そ
く
調
査
費
に
三

万
六
千
円
、
漁
場
改
良
造
成

事
業
補
助

（岩
礁
爆
破
）
百

万
三
千
円
、
ア
ワ
ビ
稚
員
放

流
六
十
万
円
、
脇
元
漁
協
不

漁
対
策
資
金
利
子
補
給
百
三

十
八
万
三
千
円
、
脇
元
漁
協

給
水
施
設
補
助
二
十
万
円

〇
商
工
会
助
成
＝
二
十
万
円

〇
観
光
振
興
費
＝
五
十
六
万
九

千
円

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
料

八
万

一
千
円
、
観
光
案
内
板

二
十
七
万
六
千
五
百
円
、
そ

の
他
の
経
費
二
十

一
万
三
千

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ｏ
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
用
地
取
得

＝
八
百
六
十
二
万
四
千
円

〇
高
校
教
育
振
興
費
＝
六
十
五

万
円

○
社
会
教
育
振
興
費
＝
七
十
七

万
五
千
円

〇
郷
土
資
料
館
建
設
費
＝
九
百

七
十
五
万
円

木
造
平
屋
建
て
二
百
十
九
平

方
肩
で
旧
役
場
跡
に
建
設
さ

れ
ま
す
。

〇
体
育
振
興
費
＝
九
十
三
万
三

千
円

農
協
に
駐
在
す
る
指
導
員
へ

の
助
成
で
す
。

Ｏ
畜
産
振
興
費
＝
九
百
八
十
九

万
六
千
円

牧
場
管
理
人
夫
賃
金
二
百
四

十
九
万
円
、
ト
ラ
ク
タ
ー
管

理
費
七
十
八
万
円
、
牧
柵
修

理
、
追
肥
に
三
百
七
十
五
万

円
、
牛
の
流
通
規
則
貸
付
金

利
子
補
給
百
万
円
、
繁
殖
基

礎
キ
導
入
貸
付
金
利
子
補
給

十
五
万
円
、
そ
の
他
の
管
理

ｏ
県
農
業
基
金
協
会
出
資
金
＝
　
　
千
円

十
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
こ
栽
培
施
設
補
助
十
四

〇
小
学
校
教
育
振
興
費
＝
六
十

五
万
三
千
円

ｏ
十
二
小
学
校
建
設
費
＝
八
千

三
百
五
十
万
円

昨
年
九
月
か
ら
工
事
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
七
月
に
完

成
の
予
定
で
す
。

○
水
泳
プ
ー
ル
建
設
費
＝
五
百

万
円

昨
年
度
の
相
内
小
に
つ
ぎ
太

田
小
学
校
に
新
設
し
ま
す
。

ｏ
中
学
校
教
育
振
興
費
＝
十
万

円
ｏ
寄
宿
舎
運
営
費
＝
二
千
四
百

六
十
二
万
七
千
円

人
件
費
三
百
二
十
六
万
九
千

円
を
は
じ
め
、
給
食
費
に
一

千
六
百
九
十
八
万
六
千
円
な

ど
が
お
も
な
も
の
で
す
。

ｏ
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
＝
二

百
四
十
五
万
円

順 調 に建設 が進 む十三小学校の校舎
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昨
年
九
月
か
　

広
間
は
冠
婚
葬
祭
に
利
用
で
き

ら
建
設
を
進
め
　

ま
す
。
ま
た
、
老
人
室

（十
畳

て
い
た
磯
松
公

　

）
に
は
風
呂
場
が
つ
い
て
お
り
、

民
館
は
二
月
末

　

お
年
寄
り
の

″
い
こ
い
の
場
″

完
成
し
ま
し
た
。
　
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
木
造
　
　
そ
の
ほ
か
、
健
康
相
談
室
、

モ
ル
タ
ル
三
百

　

調
理
室
、
図
書
室
、
小
会
議
室

三
十
五
平
方
厨
　
　
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
平
屋
建
て
で
　
　

総
工
費
は

一
千
二
百
八
十
万

五
十
八
畳
の
大

　

円
で
し
た
。

―

峻
Ｎ

Ｉ

謗頻雄嘘
矩げ贋
一

教
員
住
宅
五
戸
が
完
成
し
ま

し
た
。
住
宅
は
プ
ロ
ッ
ク
造
り

の
平
屋
建
て
五
十
二
平
方
ｙ
で
、

居
間
六
畳
ヽ
寝
室
六
畳
、
子
ど

も
部
屋
四

・
五
畳
の
ほ
か
厨
房
、

浴
室
が
つ
い
て
い
ま
す
。

工
事
費
は
五
戸
で
千
二
百
七

十
万
円
で
し
た
が
、
内
訳
は
十

三
地
区
に
二
戸
の
ほ
か
相
内
、

脇
元
、
大
田
各
地
区
に
一
戸
ず

つ
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
村
で
は
四
十
七
年
度

か
ら
五
カ
年
計
画
で
二
十
五
戸

の
建
設
を
目
ざ
し
て
い
る
も
の

で
す
。国

圏

消
防
署
の
庁
舎
が
完
成
し
ま

新
庁
舎
は
津
軽
北
部
消
防

一

部
事
務
組
合
が
、
昨
年
九
月
か

ら
相
内
―
十
二
線
バ
イ
パ
ス
の

右
が
わ
に
建
設
し
て
い
た
も
の

で
、
木
造
モ
ル
タ
ル

（
一
部
鉄

骨
）
平
屋
建
て
三
百
十
六
平
方

肩
で
す
。

内
部
は
百
四
十
二
平
方
属
の

車
庫
の
ほ
か
、
通
信
室
、
待
機

室
、
仮
眠
室

（三
二
平
方
肩
）

食
堂
、
会
議
室
、
浴
室
、
更
衣

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

工
事
費
は

一
千
八
十
二
万
人

千
円
で
し
た
。

冠
婚
葬
祭
用
の
大
広
間

（
５８
畳
）
も
あ
る

磯
松
公
民
館

木
の
香
も
新
し
い
教
員
住
宅

相
内
―

十
二
道
路

（
バ

イ
パ

ス
）
右

が

わ

に

完
成

し
た
消

防
署

老
人
室
は
風
呂
場
つ
き
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―
こ
と
し
の
農
作
業
標
準
労
賃
―

役
場
で
は
四

月

一
日
づ
け
で

つ
ぎ
の
と
ぉ
り

人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

●
総
務
課
長

＝
和
島
定
義

●
経
済
課
長

＝
三
上
常

一

●
相
内
保
育
所
長
＝
安
保
強

●
相
内
診
療
所
事
務
長
取
扱
＝

青
山
又

一
●
総
務
課
行
政
係
長

＝
佐
藤
豊

一
●
民
生
課
民
生
係

長
＝
佐
藤
哲
也
●
企
画
室
企
画

係
長
＝
葛
西
安
十
郎
●
経
済
課

農
政
係
長
＝
松
江
幸
勝
●
企
画

室
主
事
＝
桑
野
邦
夫
●
総
務
課

主
事
補
＝
三
和
省
勝
●
総
務
課

主
事
補
＝
長
利
勝
雄
●
民
生
課

主
事
補
＝
奈
良
典
昭
●
経
済
課

主
事
補
＝
奈
良
孝
博
●
相
内
診

療
所
――
佐
Ｆ
洲
ッ
ル
●
相
内
保

育
所
＝
桑
野
尚
子
●
消
防
事
務

組
合
派
遣
＝
川
口
定
雄
●
総
務

課
主
事
補
＝
相
川
ゅ
う
子

（新

採
用
）
●
出
納
室
主
事
補
＝
高

田
正
嗣

（新
堺
用
）

こ
れ
ま
で
の
障
害
福
祉
年

金
は
、
自
分
の
身
の
回
り
の

整
理
や
食
事
も
出
来
ず
、
日

常
生
活
に
著
し
く
支
障
が
あ

る
障
害
者
で
、　
一
級
障
害
者

と
認
め
ら
れ
た
人

に
限
り
、
月
五
、○

○
○
円
の
障
害
福

祉
年
金
を
も
ら
っ

て
い
た
が
、
四
月

一
日
か
ら
は
、
比

較
的
軽
い
障
害
者

で
も
二
級
障
害
者

と
認
め
ら
れ
る
と

月
五
、
〇
〇
〇
円

も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
と
し

の
農
作
業
標
準
労
賃
を
こ
の
ほ

ど
決
め
ま
し
た
。

労
賃
は
、
八
時
間
で
ま
か
な

い
な
し
。
諸
物
価
の
値
上
り
に

よ
る
ほ
か
の
産
業
労
賃
と
の
格

差
を
な
く
す
る
こ
と
ゃ
隣
接
町

村
と
の
労
働
力
の
交
流
を
考
え

現
状
に
合

っ
た
額
に
し
て
い
ま

す
。

■
一
般
水
田
作
業
　
男

・
女
千

七
百
円

■
田
植

・
苗
取

・
除
草
　
男

・

女
千
七
百
円

■
稲
刈
　
男

。
女
千
七
百
円

■
一
般
畑
作
業
　
男

。
女
千
五

百
円

（耕
運
機
三

〇
ァ
ー
ル
当
り

■
畑
耕
起
　
一
一千
百
円

■
田
耕
起
　
一
一千
円

■
荒
か
き

。
代
か
き
　
千
六
百

円
■
荒
か
き
か
ら
代
か
き
ま
で

二
千
五
百
円

■
一
番
耕
起
か
ら
代
か
き
ま
で

三
千
円

■
全
自
動
脱
穀
機

（
一
日
）

八
千
七
百
円

■
バ
イ
ン
ダ
ー

（
一
〇
ァ
ー
ル

当
り
糸
つ
き
）
六
千
円

昨
年
、
村
が
誘
致

し
十
二
湖
の
河
口
に

建
設
を
進
め
て
ぃ
る

北
洋
造
船

（工
藤
福

治
社
長
）
で
は
、
去

る
一
月
、
社
章
を
公

募
し
て
い
ま
し
た
が

県
内
外
か
ら
四
十
三

点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
青
森

市
中
央
三
丁
目
の
相

馬
紫
泉
さ
ん
の
作
品

が

一
等
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

新
し
く
決
ま
っ
た
社
章
は

「

北
」
の
字
を
船
の
形
に
あ
し
ら

い
力
強
い
発
展
を
表
わ
し
て
ぃ

ま
す
。
人
選
、
佳
作
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

（二
等
）

市
浦
村
＝
長
利
勝
雄

（二
等
）

福
岡
市
博
多
＝
平
松
千
沙

（佳
作
）

下
北
郡
大
畑
町
＝
堺
達
哉

北
郡
小
泊
村
＝
千
葉
元
司

二級障害者ももらえる福祉年金

五
月

一
日
か
ら
役
場
の
働
務

時
間
が
っ
ぎ
の
と
ぉ
り
変
り
ま

す
。▽

平
日
＝
午
前
八
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
。

ｏ
た
だ
し
、
休
息
時
間
は
午

前
八
時
か
ら
十
五
分
間
、
正
午

か
ら

一
時
間
、
午
後
四
時
四
十

ｉ
分
か
ら
十
五
分
間
で
す
。

▽
土
曜
日
＝
午
前
八
時
か
ら

正
午
ま
で
。

一
、
満
二
十
歳
に
な
る
前
に

病
気
や
け
が
で
身
体
障
害

者
に
な
っ
た
人
。

二
、
昭
和
三
十
六
年
四
月

一

”４　・・・・・一̈。一

年
難
嚇

役
場
一
備
■
っ
け
て
ぁ
り
ま
一

け”″諄̈
要‐こ夢疇轟輌望
一

J■
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●
出
生
し
た
と
き

出
生
後
卜
四
＝
以
内
に
、
出
生
届
用
紙
に
医
‐―‥Ｆ
ま
た
は

助
産
婦
の
証
明
を
も
ら
っ
て
役
場
へ
届
け
出
る
。
村
に
本

籍
が
あ
れ
ば

一
通
。
な
い
場
合
は
．
．通
必
要
。
持
参
物
は

印
鑑
、
母
子
手
帳
。

●
死
亡
し
た
と
き

死
亡
後
七
日
以
内
に
、
死
亡
届
用
紙
に
医
――――，
の
証
明
を

も
ら
っ
て
役
場
へ
届
け
出
る
。
村
に
本
籍
が
あ
れ
ば

一
通

な
い
場
合
は
二
通
必
要
。
ほ
か
に
印
鑑
を
持
参
。
村
外
者

は
、
国
民
年
金
手
帳
、
保
険
証
も
持
参
。

●
結
婚
し
た
と
き

夫
妻
と
も
に
村
に
本
籍
が
あ
る
場
合
は

一
通
。
い
ず
れ

か

一
人
だ
け
あ
れ
ば
二
通
。
夫
妻
と
も
本
籍
が
村
外
の
場

合
は
三
通
の
婚
姻
届
が
必
要
。
二
十
歳
以
Ｌ
の
証
人
二
人

の
署
名
押
印
と
夫
妻
の
印
鑑
、
旧
姓
の
印
鑑
。
村
外
者
は

国
民
年
金
手
帳
、
保
険
証
。
本
籍
地
で
な
い
人
は
、
戸
籍

抄
本
二
通
。
転
入
者
は
、
転
出
証
明
書

一
通
を
持
参
。

●
転
出
す
る
と
き

他
市
区
町
村
へ
の
転
出
に
あ
た
っ
て
は
、
印
鑑
、
国
民

健
康
保
険
証
、
国
民
年
令
の
保
険
料
納
入
通
知
書
を
持
参
。

一
陛
帯
全
部
が
転
出
す
る
と
き
は
、
村
税
の
納
税
通
帳
も

必
要
。
転
出
先
き
番
地
や
世
帯
主
も
明
示
。

●
転
入
し
た
と
き

転
人
の
日
か
ら
卜
四
Ｈ
以
内
に
届
け
出
る
。
世
帯
Ｌ
ま

た
は
本
人
の
転
出
証
明
書
と
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
を

持
参
中

１
０
卜
倒
―

●
印

鑑

登

録
登
録
は
、
本
人
み
ず
か
ら
登
録
中
請
書
に
署
名
、
押
印

し
、
そ
の
印
章
を
添
え
て
届
け
出
る
。

●
印

鑑

証

明
一
方
、
印
鑑
証
明
許
請
求
の
際
に
は
、
本
人
が
出
向
く

の
が
原
則
。
た
だ
し
、
止
む
を
得
な
い
場
合
は
、
本
人
が

署
名
、
押
印
し
た
委
任
状
に
二
十
円
の
収
入
印
紙
を
は
っ

た
中
請
書
を
代
理
人
に
託
し
て
も
よ
い
。
実
印
を
持
参
。

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
と
脱
退

つ
と
め
先
き
で
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
以
外
は

す
べ
て
村
国
民
健
康
保
険
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
必
要
。
持
参

す
る
も
の
は
、
印
鑑
と
社
会
保
険
を
や
め
た
証
明
書
。

一
方
、
つ
と
め
に
出
て
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
印
鑑
と
村
国
民
健
康
保
険
証
、
そ
れ
に
新
し

い
保
険
の
保
険
証
を
持
っ
て
脱
退
の
手
続
き
を
す
る
こ
と

●
国

民

年

金
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

⌒た
だ
し
、
明
治
四
十
四
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
ま
で
の
人
で
、
公
的
年
金
な

ど
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
的
年
金
制
度
に
よ
っ
て
保
障
を
受
け
て
い
る
状
や
配

偶
者
な
ど
は
一
応
除
外
さ
れ
る
が
、
希
望
に
よ
っ
て
任
意

加
入
で
き
る
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
印
鑑
、
以
前
に
加
入
し
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
そ
の
国
民
年
金
手
帳
。
や
め
る
際
の

手
続
き
は
、
印
鑑
、
国
民
年
金
手
帳
。
そ
れ
に
、
公
的
年

金
制
度
に
加
入
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
健

康
保
険
の
保
険
証
を
持
参
す
る
。

●
お
も
な
も
の
の
手
数
料

い
ず
れ
も

一
件
に
つ
い
て
の
金
額
。
■
公
簿

。
図
面
の

関
覧
五
十
円
。
印
鑑
証
明
五
十
円
。
戸
籍
の
謄
、
抄
本
七

十
円
。
住
民
票
の
謄
、
抄
本
五
十
円
。
身
元
身
分
証
明
五

十
円
。
動
産
、
不
動
産
証
明
五
十
円
。
諸
税
証
明
五
十
円

死
亡
診
断
書
の
謄
本
五
十
円
。
他
の
証
明
五
十
円
。

九
十
九
歳
の
天
寿
を
ま

っ
と
う

脇
元
地
区

笹
山
た
み
さ
ん

△
出
　
　
生

工
藤
　
善
則

（相
内
）
繁

山
田
　
純
広

（脇
元
）
義
正

秋
月
　
恵

⌒十
二
）
三
昭

本
荘
　
瑞
穂

（十
三
）
賢

一

大
川
　
光
峰

（磯
松
）
邦
夫

秋
月
　
　
誠

（十
三
）
照
男

本
荘
　
　
剛

（十
三
）
完

一

山
田
　
裕
昭

⌒脇
元
）
勇
蔵

△
婚
　
　
姻

（遷［　辞灘
一′‐ヽ相由一

（抑劇章檄割
一けに一

（酬赫則則報
一師削一

（柏制　広鋤
一計に一

（［帥ツヤ秘
一は制一

（囃漸　鋼倒
一躙醐鴻）

（詢同　製鶴
一榔』一

（はＭ　秘一
一幌割一

△
死
　
　
亡

相
川
　
マ
ル

（十
三
）
７‐
才

中
島
　
き
さ

（十
三
）
７７
才

工
藤
　
佐
平

⌒稲
垣
）
７３
才

笹
山
　
た
み

（脇
元
）
９７
才

三
和
太
次
郎

（相
内
）
７０
才

中
村
　
リ
ヨ

（脇
元
）
７４
才

富
坂
八
太
郎

（磯
松
）
７６
才

本
村
の
最
高
令
者

。
笹
■
た

み
さ
ん
は
二
月
二
十
二
日
午
後

四
時
、
老
衰
の
た
め
自
宅
で
亡

た
み
さ
ん
は
、
明
治
九
年
七

月
十
日
生
れ
で
、
か
ぞ
え
て
九

十
九
歳
で
し
た
。

耳
も
目
も
確
か
で
最
近
ま
で

針
仕
事
を
し
た
り
、
家
の
ま
わ

り
を
散
歩
す
る
な
ど
、
か
く
し

ゃ
く
と
し
た
と
こ
ろ
を
の
ぞ
か

せ
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
死
が

惜
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
ぉ
、
本
村
で
の
長
生
き
記

録
は
笹
山
さ
ん
が
最
高
で
す
。


